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第１学年国語科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１２日(水) 授業１

学 級 １年４組 男子 名 女子 名 計 名16 14 30
場 所 １年４組教室

授業者 教諭 佐々木 淳奈

１ 単元名 くらべてよもう 「じどう車くらべ」 （光村図書）

２ 単元について

( ) 教材観1
第１学年及び第２学年における「 読むこと」の目標は「書かれている事柄の順序や場面の様C

子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽しんで読書しようとする態度を

育てる 」ことである。第１学年及び第２学年の読みの力は、書かれていることの大体をとらえ。

ることが基礎となる。そのためには、まず順序に従って内容を押さえたり、場面の様子に気付き

ながら読み取ったりすることが必要になる。それぞれ取り扱う教材によって順序のとらえ方も異

なるが、本教材「じどう車くらべ」では 「仕事と作りという２つの事柄の因果関係を考える」、

ことを「書かれている事柄の順序に気付く」ことととらえた。

本教材「じどう車くらべ」は、この時期の児童の一番好きな題材を取り上げ、主体的な理解・

表現活動を促す教材構成になっている。また、この文章では、自動車の機能と構造を関連付けて

考えるように書かれている。条件や理由を表す言葉を用いて表現することにより、いっそう機能

と構造の関連を明確にさせることができ、関係認識の初歩的な指導に適している。また、児童の

興味関心を生かし、読書活動に結び付けて、調べたり表現したりする活動へも発展させたい。

( ) 児童観2
学習意欲が高い児童である。１学期は、平仮名、長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の

「は 「を 「へ」の使い方、主語述語の入った一文を書くという学習をしてきた。２学期にな」 」

って漢字の学習が加わり、本教材「じどう車くらべ」からは片仮名が登場する。入学した時点で

平仮名 文字を読み書きできていた児童と自分の名前を書くだけで精一杯だった児童との差は46
なかなか縮まらないというのが現状である。

音読は、１学期から毎日家庭学習で取り組んでいる。授業でも一斉読み、役割読み、リレー読

みなど様々な形態を取り入れてきた。句読点に気をつけたり、リズムを感じたりしながら音読で

きる児童が多い反面、拾い読み段階の児童もいる。

入学して初めて出会った説明文は「いろいろなくちばし」であった。鳥のくちばしの特徴を記

した文章で、児童は説明されている事柄を正確に読み取ることを学ぶとともに、説明文の基本的

なパターンである「問い→答え」とその文型を学んだ。さらに、いろいろな鳥のくちばしの形を

自分の言葉で表現してクイズを作り、クイズ大会を楽しむことができた。

( ) 指導観3
本教材では 「いろいろなくちばし」の学習を踏まえて題材に「自動車」を取り上げ、説明の、

仕方は 「課題・問題提起→問題に対する説明」を自動車の仕事と作りという２つの事柄の因果、

関係で述べる形をとっている。それぞれの自動車の説明がそのような形になっていることに気付

。 、「 」 、かせたい また そのために という言葉が果たしている役割を児童に分かる言葉で話したり

児童に気付かせるように促したい。さらに題名は、働く自動車といったような内容総括的なもの

ではなく 「じどう車くらべ」となっているので、観点に沿って一貫して読んでいくという最も、

基本的な比べ方の大切さ 「比較」という認識の方法を学ばせていきたいと考える。、

さらに、教材文の読み取りの後、様々な資料や情報を集め、この文章で学んだ形式を生かしな

がら自分の好きな自動車でクイズを作り、クイズ大会をしたい。楽しい読み取りを体得させると

同時に、確かな言語能力、情報活用能力を身に付けさせたいと考える。
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３ 単元の目標と評価規準

目 標 評 価 規 準

国語への関心・意欲 ○自動車の仕事や作りに興味をもっ ・自動車の仕事や作りに興味をもっ

・態度 て、楽しみながら自動車クイズを て文章を読み、意欲的に自動車ク

しようとする。 イズを作ろうとしている。

書くこと ○教材文を参考にして、簡単な組み ・自分の好きな自動車について仕事

立てを考えて好きな自動車の仕事 と作りを明らかにしながら、自動

と作りを説明する文を書くことが 車クイズを書いている。

できる。

読むこと ○三種類の自動車について、仕事と ・三種類の自動車について、仕事と

作りの関係を考えながら内容の大 作りの関係を考えながらそれぞれ

体を読むことができる。 の部分に書かれてある事柄を読ん

でいる。

○語や文としてのまとまりを考えな ・仕事と作りのまとまりを考えなが

がら、声に出して読むことができ ら、声に出して読んでいる。

る。

○乗り物の本などに興味をもち、探 ・乗り物の本などに興味をもち、探

して読むことができる。 して読んでいる。

言語事項 ○片仮名で書く語を読んだり書いた ・片仮名を正しく読んだり書いたり

りすることができる。 している。

４ 単元の指導・評価計画(１１時間扱い)

努力を要すると段 時 目 標 ・主な学習活動 評価規準 具体の評価規準

十分満足できる 概ね満足できる 判断された児童へ階 間 ○・・学習活動 【評価の観点】 A: B:

と判断する視点 と判断する視点 の具体的な手立て☆・・主な支援の手立て （評価方法）

と １ 教材文を ○これからどんながくしゅうをす 教材文に興味 知っている自 知っている自 自動車が載っ

ら 読み、自動 るかをしろう。 をもち、自動車 動車について自 動車の名前を挙 ている本を紹介

え 車クイズを ・知っている自動車について自由 クイズを作ろう 由に発言し、意 げ、クイズ作り し興味をもたせ

る 作るという に発表する。 としている。 欲的にクイズ作 に関心をもって る。

学習活動に ・挿し絵を見ながらどんな自動車 【関心・意欲・ りをしようとし いる。

ついて知る が出てくるかを知り、教材文を 態度】 ている。

ことができ 読む。 (観察・振り返

る。 ・自動車クイズを作ることを知り り)、

問いと答えの文の構成に気付き

作り方を理解する。

☆「いろいろなくちばし」の学習

を想起させ、自動車クイズのイ

メージをつかませる。

２ 筆者の観 ○ひっしゃがじどう車のどんなと 仕事 と 作 自分たちがあ 仕事 と 作 全文に着目さ「 」 「 「 」 「

点に気付く ころをみているかみつけよう。 り」の２つの観 げた車の説明と り」の２つの観 せ、問いの文に

ことができ ・筆者が自動車のどんなところを 点に気付いてい 筆者の観点の違 点が分かってい 気付かせる。

る 見ているのかを知り、読み取り る。 いに気付き 仕 る。 新出の漢字や、「

の視点をつかませる。 新出の漢字や 事」と「作り」 新出の漢字や 片仮名を教師と

・新出の漢字や片仮名を読んだり 片仮名を読んだ の観点が分かっ 片仮名を読んだ 一緒に読み書き

書いたりする。 り書いたりして ている。 り、書いたりし させる。

☆仕事と作りを押さえさせる。 いる。 新出の漢字や ている。

【読むこと・ 片仮名を読んだ

言語事項】 り、筆順や字形

（観察・ワーク に気を付けて書

シート・ノー いている。

ト）
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ふ ３ 挿絵を手 ○バスやじょうよう車のつくりは バスや乗用車 バスや乗用車 バスや乗用車 仕事と作りの

か 掛かりにし どうなっているのだろう。 の仕事と作りを の仕事と作りを の仕事と作りを 関連に気付か

め てバス・乗 ・バスや乗用車の仕事と作りの二 関連づけて読 関連づけて読 関連づけて読 せ、教師と一緒

る 用車の仕事 つのまとまりがあることに気付 み、作りを読み み、様子や理由 み、作りを読み にまとめさせ

と作りを読 く。 取っている。 を交えて作りを 取っている。 る。

み取ること ・前文とバスや乗用車の文を対比 【読むこと】 読み取ってい

ができる。 させながら三文の内容をしっか (観察・ワーク る。

り読み取らせる。 シート)

☆挿絵を手がかりに作りを見つけ

させる。

４ 挿絵を手 ○トラックのつくりはどうなって トラックの仕 トラックの仕 トラックの仕 仕事と作りの

掛かりにし いるのだろう。 事と作りを関連 事と作りを関連 事と作りを関連 関連に気付か

たり、バス ・トラックの仕事を読み取る。 づけて読み、作 づけて読み、様 づけて読み、作 せ、教師と一緒

や乗用車と ・バスや乗用車とトラックを比べ りを読み取って 子や理由を交え りを読み取って にまとめさせ、

比較したり 作りの違いは、仕事の違いとつ いる。 て作りを読み取 いる。 る。

することに ながっていることを知る。 【読むこと】 っている。

よって、ト ・仕事と作りの関連を知り 「その (観察・ワーク、

ラックの仕 ために」という言葉の役目を理 シート)

事と作りを 解する。

読み取るこ ☆挿絵を手がかりに、仕事や作り

とができる に気付かせ、比較を通して読み。

取らせる。

５ 挿絵を手 ○クレーン車のつくりは、どうな クレーン車の クレーン車の クレーン車の 仕事と作りの

掛かりにし っているだろう。 仕事と作りを関 仕事と作りを関 仕事と作りを関 関連に気付か

たり、バス ・クレーン車の仕事を乗用車やト 連づけて読み、 連づけて読み、 連づけて読み、 せ、教師と一緒

や乗用車・ ラックの仕事と比較しながら読 作りを読み取っ 様子や理由を交 作りを読み取っ にまとめさせ

トラックと み取る。 ている。 えて作り読み取 ている。 る。

比較したり ・クレーン車の作りについて読み 【読むこと】 っている。

することに 取る。 (発言・ワーク

よって、ク ☆挿絵を手がかりに、仕事や作り シート)

レーン車の に気付かせ、比較を通して読み

仕事と作り 取らせる。

を読み取る

ことができ

る。

ひ ６ はしご車の ○はしご車クイズをつくろう。 はしご車の仕 はしご車の仕 はしご車の仕 はしご車の仕

ろ 仕事と作りに ・はしご車の仕事と作りについて話 事と作りを関連 事と作りを関連 事と作りを関連 事と作りを教

げ 本 ついての話し し合う。 させて、クイズ させて、分かり させて、クイズ え、教師と一緒

る 時 合いを通し ・クイズの書き方を理解する。 文を書いてい やすくクイズ文 文を書いてい にクイズ文を書

て、クイズを ☆話し合いを生かして、クイズを作 る。 を書いている。 る。 かせる。

チ 作ることがで らせる。 【書くこと】

ャ きる。 （観察・学習シ

ート）

７ 自動車の本 ○クイズをつくりたいじどう車をえ 本を選んで読 本を選んで読 本を選んで読 本を教師と一

８ を読んで、ク らぼう。 み、クイズを作 み、クイズを作 み、クイズを作 緒に選び、読ま

イズを作りた ・学級文庫や図書館で自動車の本を りたい自動車を りたい自動車を りたい自動車を せ、クイズを作

チ い自動車を決 探して読む。 決めている。 決めて、仕事と 決めている。 りたい自動車を

ャ めることがで ・好きな自動車を選び、仕事と作り 【関心・意欲・ 作りを詳しく読 決めさせる。

きる。 を読み取る。 態度】 み取っている。

☆じっくり時間をかけて本を読ま （観察・ワーク

せ、クイズを作りたい自動車を シート）
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自己決定させる。

９ いろいろな ○じぶんのすきな車のクイズをつく 自分の好きな 自分の好きな 自分の好きな 仕事と作りを

自動車の仕事 ろう。 自動車の仕事と 自動車の仕事と 自動車の仕事と 教師と一緒に考10

と作りをふま ・選んだ自動車について、仕事や作 作りを関連させ 作りを関連させ 作りを関連させ え、クイズの文

チ えて、クイズ りなどの説明の文を書く。 て、クイズ文を て分かりやすく てクイズ文を書 型を参考にしな

ャ を作ることが ☆個人差があるので、早く終わった 書いている。 クイズ文を書い いている。 がら書かせる。

できる。 児童には説明を詳しく書かせた 【書くこと】 ている。

り、次の車のクイズを作らせた （観察・学習シ

りする。 ート）

出来上がっ ○じどう車クイズ大会をしよう。 友達の作った 自分のクイズ 友達の作った 自分のクイズ11

た自動車クイ ・完成したクイズを出し合う。 クイズの良いと と比べながら友 クイズの良いと と似ているとこ

チ ズを発表しあ ・友達のクイズのよい点を話し合 ころや面白さを 達のクイズのよ ころや面白さを ろや違うところ

ャ いながら達成 う。 見つけようとす いところやおも 見つけようとす を見つけさせ

感を味わうこ ☆相互評価により友達のよさを知っ る。 しろいところを る。 る。

とができる。 たり、クイズ完成の達成感を味 【関心・意欲・ 見つけ、発表し

わったりさせる。 態度】 ようとする。

（観察・発表）

※チャ…チャレンジ学習

５ 本時の学習指導（６／１１ 【チャレンジ学習】）

( ) 目標1
はしご車の仕事と作りについての話し合いを通して、クイズを作ることができる。

( ) 基礎・基本とのかかわり2
「じどう車くらべ」の学習では、教科書にある挿絵を手がかりに、自動車と仕事と作りの関係

Cに着目しながら順序に従って内容を読み取ってきた これは 第１学年及び第２学年における。 、 「

読むこと」の「イ時間的な順序、事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと 」という。

目標の内容にあたるものである。そのモデル学習を基に、本単元のチャレンジ学習のねらいは次

の３点である。

①いろいろな自動車の仕事と作りに着目し、自分の言葉で表現する力を養う。

②相手に分かりやすく伝えるために、自動車の仕事と作り等を意識しながら書く活動をすること

ができる。

③クイズ作りやクイズ大会を通して、楽しんで表現する態度を養うとともに、いろいろな本に興

味をもち、楽しんで読書しようとする態度を育てる。

( ) 本時の指導にあたって3
、 。今までの３台の自動車の読み取りの学習を生かし はしご車についてクイズを作る活動を行う

活動にあたっては、はしご車の仕事と作りを十分に話し合わせてから、クイズを作る活動に入り

たい。その際に、仕事と作りは関連していることに気付かせたい。また、クイズの型は、１学期

に学習した「いろいろなくちばし」で扱った文末表現を示し、既習事項を使いたい。そして、自

分が選んだ好きな自動車でクイズを作る次の活動につなげたい。

( ) 展開4
段階 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備・資料

と １．学習課題を確認する。 ・前時までの学習を想起させ、学習課題を ・前時までの

ら 把握させる。 紙板書

え はしご車クイズをつくろう。

る

５分

ふ ２．課題解決のための見通しをも

、 。か ち 本時の言語活動を確認する

め ・全文音読により、クイズを作 ・自動車には、仕事と作りがあることを確

る るという言語活動に意欲をも 認させる。
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つ。

３５ ・はしご車の仕事と作りを話し ・挿絵を参考にはしご車の仕事とつくりを ・はしご車の

分 合う。 みんなで話し合わせ 共通理解をさせる 挿絵、 。

・仕事と作りが関連していることに気付か

せたい。

３ 自分の力で学習の解決を行う ・クイズの型を提示し、書き方を確認させ． 。

・クイズの型を知り、はしご車 る。 ・学習シート

の仕事と作りを書く。 ・仕事と作りをつなぐ言葉「そのために」

を確認する。

・自分の言葉で表現できるように机間指導

をする。

・早く書き終わった児童には、クイズを分

かりやすく相手に伝えるために、声を出

して発表の練習をさせる。

【評価規準（書くこと 】）

はしご車について仕事と作りを関連させ

て、クイズ文を書いている。

（観察・ワークシート）

【具体の評価規準】

努力を要すると判断さ【評価規準Ｂの例】 具体の評価規準

れた児童への具体的なぼくは、かじのとき、たかい
Ａ Ｂ

手立てところにいるひとをたすけま

はしご車の仕事 はしご車の仕事 はしご車のす。

と作りを関連さ と作りを関連さ 仕事と作りそのために、はしごがついて

せて、分かりや せて、クイズ文 を教え、教います。

すくクイズ文を を書いている。 師と一緒にぼくは、だれでしょう。

書いている。 クイズ文を

書かせる。

４．クイズを発表する。

・自分の書いたクイズを発表す ・ペアで自分の書いたクイズを発表し、友

る。 達のクイズのよさを見つけ、話し合わせ

・友達のクイズのよい所を見つ る。

ける。

ひ ５．本時の自己評価を行う。

ろ ・自分の学習を振り返り、次時 ・本時の学習について振り返らせ自己評価

げ の学習への意欲をもつ。 をさせる。

る ・次時は自分の好きな車でクイズを作るこ

５ とを確認する。

分
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( )板書計画5

６ 教材分析表

要旨 いろいろな自動車が道路を走っている。それぞれの自動車は、それぞれの仕

事に合った作りをもっている。

意味段落 問題提示 バス・乗用車 トラック クレーン車

小見出し いろいろなじどう バス・じょうよう トラック クレーン車

車 車

仕事 人をのせてはこぶ にもつをはこぶ おもいものをつり

しごと しごと あげるしごと

作り ざせきのところが ひろいにだいにな じょうぶなうでが

ひろくつくってあ っている のびたりうごいた

る タイヤがたくさん りする

大きなまどがたく ついている しっかりしたあし

さんある がついている

重要語句 ・じどう車 ・ひとをはこぶ ・ものをはこぶ ・つりあげる

・しごと ・ざせき ・ひろいにだい ・じょうぶなうで

・つくり ・ひろく ・タイヤ ・しっかりしたあ

・そのために ・大きなまど ・たくさん し

じ
ど
う
車
く
ら
べ

は
し
ご
車
ク
イ
ズ
を
つ
く
ろ
う

《
か
じ
の
と
き
》

し
ご
と

は
し
ご
車
の

・
た
か
い
た
て
も
の
の
う
え
の
ひ
と
を

挿
絵

た
す
け
る
。

・
た
か
い
と
こ
ろ
の
ひ
を
け
す
。

そ
の
た
め
に

つ
く
り

・
な
が
い
は
し
ご
が
つ
い
て
い
る
。

・
あ
し
が
し
っ
か
り
つ
い
て
い
る
。

・
む
せ
ん
が
つ
い
て
い
る
。

・
か
ご
が
つ
い
て
い
る
。

・
そ
う
じ
ゅ
う
せ
き
が
つ
い
て
い
る
。

ク
イ
ズ
カ
ー
ド
の
か
き
か
た


